
船舶事故等調査報告書 

平成２２年７月２９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０那第１７号 

事故等種類 衝突（岸壁） 

発生日時 平成２２年２月８日 １４時３０分ごろ 

発生場所 沖縄県伊是名
い ぜ な

村仲田
なかだ

港内 

 仲田港東防波堤灯台から真方位２５９°５２０ｍ付近 

（概位 北緯２６°５５.４′ 東経１２７°５７.０′） 

事故等調査の経過  平成２２年４月７日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事務所）

を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 引船 明祥
めいしょう

丸、１９トン 

 ２９３－２７３５４沖縄、株式会社内間土建 

Ｂ 台船 第７内間
うちま

、１,５００トン 

 株式会社内間土建 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、一級小型船舶操縦士・特殊船舶操縦士・特定 

Ｂ なし 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ なし 

Ｂ 左舷船首外板凹損、ランプウェイの滑車脱落 

 事故等の経過 

 

 

 

 Ａ船は、船長ほか作業員１人が乗り、浚渫物約３００トンを積載したＢ

船をえい
．．

航し、仲田港の岸壁にＢ船を船首着けで接岸させる作業中、Ｂ船

に船尾両舷から錨鎖を繰り出させ、自船はＢ船の右舷側に待機していたと

ころ、Ｂ船が、船尾からの風とうねりにより岸壁に圧流され、平成２２年

２月８日１４時３０分ごろ、Ｂ船の左舷船首外板が岸壁に衝突した。 

 気象・海象 気象：天気 晴、風向 南東、風力 ４ 

海象：波高 約１.５ｍ 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

 Ａ船は、仲田港においてＢ船の右舷側に待機して

Ｂ船の着岸作業中、Ｂ船の船尾から両舷の錨鎖を繰

り出し、岸壁に接近する際、風及びうねりの影響を

考慮してＢ船の行きあしを調整しなかった可能性

があると考えられる。 

原因 本事故は、Ａ船が仲田港内において、Ｂ船の右舷側に待機してＢ船の着

岸作業中、Ｂ船の船尾から両舷の錨鎖を繰り出して岸壁に接近する際、Ｂ

船の行きあしを調整しなかったため、風及びうねりの影響を受け、Ｂ船の

左舷船首部が前方の岸壁に衝突したことにより発生した可能性があると考

えられる。 

 




